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	応用
	抗原情報
	背景
	ドメイン:2つのProに富む領域は、AP1転写活性の抑制に必要です。,機能:Ras活性化からアクチン細胞骨格リモデリングへのシグナル伝達に機能すると思われます。AP1およびSREを介してインスリン誘導プロモーター活性を抑制します。Rap1誘導接着を媒介します。,誘導:オールトランスレチノイン酸によって誘導されます。,類似性:MRLファミリーに属します。,類似性:1つのPHドメインを含みます。,類似性:1つのRas関連ドメインを含みます。,細胞内局在:ラメリポディアの先端と接着斑ではENA/VASPタンパク質と共局在し、先端ではFアクチンと共局在します。膜表面では、PHドメインを介して、イノシトールリン酸、PtdIns(5)PおよびPtdIns(3)Pと優先的に会合します。この結合は、RAドメインがRas-GTPaseと効率的に相互作用するために必要であると考えられる。,サブユニット:N末端のPro-rich領域を介して、APBB1のWWドメインと相互作用する。RAP1A、PFN1、VASP、ENAHと相互作用する。,組織特異性:胸腺、脾臓、リンパ節、骨髄、末梢白血球で高発現し、広く発現する。,ドメイン:2つのPro-rich領域は、AP1転写活性の抑制に必要である。,機能:Ras活性化からアクチン細胞骨格リモデリングへのシグナル伝達に関与すると考えられる。AP1およびSREを介してインスリン誘導プロモーター活性を抑制する。 Rap1誘導接着を媒介する。,誘導：オールトランスレチノイン酸によって誘導される。,類似性：MRLファミリーに属する。,類似性：1つのPHドメインを含む。,類似性：1つのRas関連ドメインを含む。,細胞内局在：ラメリポディアの先端および接着斑ではENA/VASPタンパク質と共局在し、先端ではF-アクチンと共局在する。膜表面では、PHドメインを介して、イノシトールリン酸、PtdIns(5)PおよびPtdIns(3)Pと優先的に結合します。この結合は、RAドメインとRas-GTPaseの効率的な相互作用に必要であると考えられます。,サブユニット：N末端のPro-rich領域を介して、APBB1のWWドメインと相互作用します。 RAP1A、PFN1、VASP、ENAHと相互作用します。,組織特異性:胸腺、脾臓、リンパ節、骨髄、末梢白血球で高発現し、広く発現しています。,
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